
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和3年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師75％
以上

・教職員間でマイプランを共有し、PDCA
サイクルにもとづいた取り組みを推進す
る。 Ｂ

・学力向上対策シートのマイプランを意識した授業作り
を行っている教師76.5％で、意識はしている。成果指標
については、まだ、十分とは言えない。目標達成に向け
て、再確認し、今後の実践につなげる。

A
・学力向上対策シートのマイプランを意識した
授業づくりを行っている教師が９０％で十分に
意識をして行っている。さらに、内容をレベル
アップして取り組めるように共通理解を図る。

A
・学力向上対策シートに示した授業づくりに関する内容を、全
職員で共通理解することが児童のレベルアップにつながって
いる。
・今後も、児童は、ノート等で日々の努力を見直し、職員は共
通理解、共通実践を継続してほしい。

◎学力向上推進ＣＯ
　研究主任

○校内研究の取り組みを柱とした主体
的に学ぶ授業づくり

○単元テスト等で、思考・判断・表現
75％以上をめざす。

・「児童生徒の学力向上対策　４つの取
組」を踏まえ、「伝え合い」の向上を意識
した授業づくりを行なう。 Ｂ

・算数の１学期のまとめのテストでは，5年生，4年生が平均75点以
下，他の学年が平均75点以上で，全校平均は79.2点であった。
・コロナ禍でできる限りの伝え合い活動を推進し，研究授業で提案し
たり，研究会で伝え合いの在り方について協議したりして，伝え合い
について共通理解を図っている。

A

・算数の年間のテストでは，5年生，4年生が平均75点以下，他の学
年が平均75点以上で，全校平均は78.5点であった。
・校内研究を中心に、伝え合いの活性化につながる授業の工夫に取
り組んだ結果、94%の児童が「伝え合いを行うことができた」と感じる
ことができており、伝え合おうとする意識が高まっている。

A
・校内研究の「伝え合い」が十分できるよう、コロナ禍の影響を
最小限にとどめる対応・対策を実施していることが、主体的な
学びにつながっている。
・特定の学年における平均点の低さが気にかかる。学力向上
のためには、自宅学習も大事である。

◎研究主任
　学力向上推進ＣＯ

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○学校評価アンケート「心の教育」に関
する項目で、肯定的に答える児童75％
以上。

・人権教室・人権学習会（平和・人権）・道徳等の授業
を行い、人権尊重の感性を育てる。
・参観日やフリー参観日において、ふれあい道徳の授
業や人権学習等を感染予防に努めながら公開する。
（地域連携）

Ｂ

・人権教室などの学習会では、真剣に学び、思いやる気持ち
の大切さを意識することができた。しかし、一方では、人を傷つ
ける言葉を意識的に使い、トラブルなども発生している。今後
も、人権教室や授業の中で人権意識を高める指導を行い、お
互いに思いやる雰囲気を学校全体で高めていく。

A

・児童会運営の「ぽかぽかの実」の実践にたくさんの児童や教師が
参加し、相手の良いところを見つけて承認する雰囲気が高まった。
・人権教室や学習会を全学年1つのテーマで実施することで、人権に
ついての共通理解や意識の向上が図られた。
・ふれあい道徳の実施は100％で、保護者にも道徳教育への理解を
促すことができた。

A

・読み語りの際の児童の温かな反応に、日ごろの指導が感じ
られる。人権教室、ぽかぽかの木の取組が広がることを願う。
・小学校時の「心の教育」は、授業同様重要。今後も、積極的
に取り組んでほしい。できるならば、高学年、中学生と成長に
つれて、人をいたわる言葉を発するよう期待する。

道徳教育担当
人権・同和教育担当

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応ができていると回
答した教員９０％以上

・「○月のわたし」や「ほっとタイム」の活用、「気になる
子」の情報共有による、いじめの未然防止や早期対
応・再発防止に努める。
・管理職を交えた複数の職員による事実確認や指導を
行う。

Ａ

・「〇月のわたし」を実施し、気になる児童については、担任が話を聞
いて対応することができている。また、６月下旬に「ほっとタイム」を設
定し、担任は児童一人一人と面談を行い、必要に応じて対応してい
る。担任は、児童の困り感を把握し、連絡帳や電話などで保護者にこ
まめに連絡を行い、ケース会議やスクールカウンセラーに繋ぐことが
できた。

A
・「○月のわたし」、「ほっとタイム」を実施し、担任は個別に話
を聞き、対応をすることができた。気になる児童、いじめ事案に
関しては、職員間で情報共有を行い、管理職も交え慎重に対
応を行うことができた。担任以外の教員も関わって、児童の心
のケアと温かいクラス作りに努めている。

A
・日々の忙しい校務であるが、子どもの困り感によく寄り添い、
各々の事案に丁寧に対応している。その結果が、保護者の安
心感につながっている。
・いじめの発見が大事で、解決していくことは大人の役割であ
る。教師と児童との信頼関係構築に力を入れてほしい。

教育相談担当
生徒指導担当

◎児童の自己有用感を醸成し、夢や目
標の実現に向けて、意欲的に取り組もう
とするための教育活動の推進

○学校評価アンケートで「夢や目標を
もっている」に肯定的な回答をした児童
75％以上

・キャリアパスポートを活用し、見通しを
もって活動することにより、自己の成長
を振り返る。 Ｂ

・肯定的な回答をした児童は83%であった。しかし、中には、自
分の将来を見据えてはいない児童もいるようであった。そのた
め、今後は、夢や目標を実現するために、自己の生き方や成
長を具体的にイメージできるようにキャリアパスポートを活用し
ていく。

A
・肯定的な回答をした児童は89%に増加した。学級における活
用回数の増加や様々な職業について学んだことが、自己有用
感や肯定的な回答につながった。キャリアパスポートを利用し
た学期始め、学期終わりのワークシートを職員に周知し、小中
一貫した職業教育につなげたい。・

A
・キャリアパスポートを使い、夢や目標を具体化してい
る。教職員は、さらに活用してほしい。
・肯定的な回答が９割近くあったが、そうでない１割の児
童に目を向け、内容を充実させてほしい。

キャリア教育担当

●健康・体つくり

❶「運動習慣の改善や定着化」

❷「望ましい生活習慣の形成」

❸「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で420分以上の児童生徒
60％以上
❷２２時までに寝る児童が80％以上

❸「健康に食事は大切である」と考える
児童生徒80％以上

❶縦割り遊びや体育科の体つくり運動の中で、
多様な遊びやスポーツチャレンジを紹介し、教師
も子どもと一緒に外で遊ぶことを推奨し、運動習
慣の向上を目指す。

❷毎月初めに生活チェック週間を設けて、朝の時
間に自分でチェックし、保護者、担任も確認する
ことで、生活を振り返り、改善をめざす。

❸給食時間の電子黒板の活用や献立を通した
食に関する指導を行う。

Ａ

❶１週間に420分以上、92%に達したが、スポーツチャレ
ンジや多様な遊びについては不十分なため、今後体育
主任から呼びかけていく。また、WBGT30以上の日は、
養護教諭から熱中症対策の注意喚起を行うなど、連携
をとっていく。
❷毎月始めに生活習慣チェック週間を設けたり、学級通
信で呼びかけたりしたことで、就寝時間22時を92%の児
童が達成した。今後も継続していく。
❸「健康に食事は大切である」と考える児童は、97%に達
したが、引き続き、給食弛緩の教室巡回や授業を通し
て、食に関する指導を行う。

A

❶体力づくりに関するアンケートでは、80％以上の児童が積極
的に運動に取り組んでいると回答したが、保護者へのアン
ケート「学校は子ども達の体力づくりをすすめている」の項目で
は１９％と低い推移であった。スポーツ庁からの通知でも今年
度の小学生の体力低下が著しいという結果が出ているため、
今後は学校と各家庭が連携を図りながら児童の体力づくりを
進めていく必要がある。
❷就寝時間22時を79％の児童が達成しており、前回の92％を
下回った。引き続き、生活習慣チェック習慣を設けたり、学級
で呼びかけたりして指導を行っていく必要がある。
❸児童の評価は94%に達し、食の重要性は理解している。しか
し、偏食せずにバランス良く食べる重要性は十分に分かって
はいない。今後、食に関する授業を行い、理解させたい。・

A

・運動場に元気な声が聞こえるとうれしい。コロナ禍の中、運
動量が減っているのも必然。自宅でできる筋トレ等教えてほし
い。週末の宿題にマラソン、縄跳びなどを出すこともよい。
・朝食喫食できていない児童が数人いることが気にかかる。就
寝時刻とあわせて、保護者啓発が必要。学年別の集計結果を
出し、傾向を見ながら、手立てを講じてほしい。また、「早寝・
早起き・朝ご飯」は、保護者の協力を得るような働きかけをして
ほしい。
・自分の体を作っている物は、食べ物であることを再認識させ
たり、食への感謝の気持ちを持たせたりすることは大切なの
で、家庭でも意識づけたい。
・開成食生活改善推進協議会で子どもの料理教室参加の学
校からの声掛けをお願いしたい。

体育主任・副主任

養護教諭・保健主事

食育担当・栄養教諭

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●時間外在校等時間の上限（１か月45
時間）以上が年間6か月を超えないよう
にする。守ることができたと回答する職
員を80％以上にする。

・定時退勤日を金曜日に設定する。
・退勤目標時刻19:00から逆算し，放課後の
時間を効率的に使って業務にあたることを
意識する。

Ｂ
・時間外在校目標時間を守ることができたと回答し
た職員は57%であった。
・これまで5か月のうち，45時間以上の月が3/5を
超える職員が25％おり，意識向上を図りたい。

B
・時間外勤務時間の削減に努めた職員の割
合は69％であった。
・19：00までに退勤する職員が増え，全体的な
時間外勤務は減りつつある。

B
・教職員が心身ともに健康であることが一番大事。コロナ禍の
中、普段以上の業務により多忙となっている中で、教育の質を
落とさず、時間外を縮減することは難しい。教師間の連携、ボ
ランティアの活用、家庭への協力をうながし、児童と向き合う
時間の確保をお願いしたい。

教頭

○ICT利活用、行事、会議の精選 ○職員会議や研修等にかかる上限時間
を８０分とし，遵守する。
○各部から１つ以上の改善案を提言す
る。

・事前資料配付，電子掲示板等を活用
し，提案の簡略化を図る。
・３部会で削減の視点で話し合い，「例年
通り」を改善する。

Ｂ
・電子掲示板の活用で資料印刷や配付作業の時
間が削減できている。
・部会や学年チーム発信の業務削減に関しては，
周知や具体例の紹介等を強化していきたい。

B
・７４％の職員が効率的な業務を意識して個
人の業務を行うことができている。
・それぞれの分掌事務から改善案を提言する
ことにはまだ課題が見られる。

B
・職員の業務時間が削減されるようなICT活用
をしてほしい。 教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目 主な担当者

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○生徒指導と学級経営

○凡事徹底による規律ある生徒指導の
確立と支持的風土のある学級づくり

○授業開始時に着席して、学習道具の準備がで
きている児童９０％以上をめざす。
○「開成スタイル」を実行していると答える児童
75％以上をめざす。

・「開成スタイル」を提示し、全職員共通
理解のもと、具体的な行動目標を挙げ、
凡事徹底を図る。
・「友達」「職員」「家族」との和を深める。

B

・「開成スタイル」を守って生活している児童は89%、呼びかけ凡事徹
底に努めた教職員は84%であった。しかし、休み時間と授業との切り
替えに課題が見られたため、今後引き続き指導の必要がある。
・ぽかぽか言葉を毎日使っている児童は85%であり、３つの輪（和）を
心がけているといえる。しかし、心ない言葉も見られるため、時と場を
わきまえた言動を呼びかけていく。

B

・「開成スタイル」を守って生活している児童は87%、呼びかけ凡事徹
底に努めた教職員は82%であった。「開成スタイル」を中心に、凡事徹
底を図ることができてきている。
・ぽかぽか言葉を毎日使っている児童は86%、思いやりのある言葉か
けを行ってる教職員は93％であり、３つの輪（和）を心がけているとい
える。

B

・児童がアンケート記入し、自分の在り方を反省するよい機会
である。職員は、意識的に言い続けることが大事である。
・学校で挨拶ができていても地域に戻るとできない児童もい
る。できている児童、そうでない児童の二極化も激しいため、
フォロー体制が必要である。

こころ部
　生徒指導担当

○特別支援教育の充実

○特別支援学級における効果的な指導
や通常学級在籍で個別支援を要する児
童への支援

○意欲的に学習をすることができたかどうかを児
童に４件法で自己評価させ、3.0を目指す。1単位
時間や単元等で自己評価させることで、実態を
確認する。

・主に国語科と算数科において、意欲的
に学習できるように、個々の児童の特性
に合わせて支援する。特別支援学級支
援員・生活指導員やICT等も活用する。

B
・児童の特性に合わせて学習の形態や過程を再考し，
支援することができている。特別支援学級の自己評価
は平均3.0より高い。通常学級においても計画的に支援
を行っている。

B
・児童の特性に合わせて教具・ICTソフト等の選択をした
り，全教職員で支援できるように授業公開週間を設けた
りしたことで，さらに校内の支援が手厚くなっている。児
童の授業に対する自己評価も平均3.0より高い。

A
・粘り強い指導と教材の工夫等、工夫が見ら
れる。一人一人に寄り添った指導がなされて
いる。さらなる支援体制の強化をしてほしい。

まなび部
　特別支援ＣＯ

○地域連携教育の発展

○地域のひと・もの・ことを取り込んだ教
育課程とふるさとのよさを実感する教育
の推進

○学校評価アンケートで、「学校や地域
のよさが分かる」と答える児童７０％以上
をめざす。

・学級通信、学校便り、メール配信、ＨＰ掲載等により、
情報発信を積極的に行う。
・地域との連携により、新学習指導要領に沿った教育
活動を推進する。 B

・ボランティアによる見守りや気軽に挨拶をしてくれる地域の人
の温かさを実感している児童は多い。HPについては、学校便
りや保健便り、給食便りは、頻繁に更新できているものの、学
年のページについては、そうではない。今後、学年、学級の様
子を伝えるHP更新を呼びかけていく。

A
・学校や地域のよさが分かると回答する75%であり、地域のよ
さを表現する言葉から、地域の方とのふれあいも伝わってく
る。地域連携は深まっている。HP担当者から、学校内の情報
発信お呼びかけているが、学級によりばらつきがある。 B

・児童の記述に、「地域の方が見守ってくれる」「やさいい」等あ
り、うれしく思う。今後、地域の行事、ボランティア活動に参加
し、郷土愛を育んでほしい。
・学校発信のHPで、学校の教育活動をもっとPRしてほしい。

主幹・教務

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀市立開成小学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・校内研究を柱として、授業づくりの工夫やマイノートの取組により自分の考えを表現する力の向上につながっており、成果である。

・一方、生徒指導においては、共通理解の場を設け、チームで対応してきたものの、未だ課題を抱えている。

２　学校教育目標 豊かな人間力をそなえ、自ら学ぶたくましい子どもの育成

３　本年度の重点目標 ①学級経営の充実と生徒指導の徹底　　②特別支援教育の充実と学力向上の推進　③心身の健康維持と自己有用感の醸成　　

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

①「学級経営の充実」については、一定の成果が見られる。「生徒指導の徹底」については、「開成スタイル」を児童に浸透させ、地域の力を教育活動にも効果的に取り入れる。
②「特別支援教育の充実と学力向上の推進」については、一定の成果が見られる。今後も、全職員で共通理解、共通実践を継続するほか、学力の二極化への手立てとして基礎・基本の定着を図る。
③「心身の健康維持」については、保護者への啓発を図る。「自己有用感の醸成」については、現在の学びが将来につながることを意識させるよう、教育課程の工夫・改善を図る。

学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価


